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理科部会では㸪昨年度から㸪「科学的な㧗まりをつくるඹ同体」をࢸー࣐に研究を進めてきた。

「ඹ同体」は㸪理科の学⩦において㸪一つの኱きな目ᶆの㐩成を目指して進んでいく㞟ᅋと捉えた。ၥ

題をゎỴするために㸪ಶ々の子どもが自分の目ᶆをもち㸪཭㐩や教ᖌと協ຊしてほᐹや実㦂を行ったり

対話したりしながらၥ題をゎỴし㸪「科学的な㧗まりをつくる」ことを試みた。このような学⩦を✚み

重ねることを通して㸪「ඹ同体」は子どもたちにとって౯್のあるものとして成長する。ࡑして㸪学校

のእの社会㸪ᮍ᮶においても㸪௚者とともに自↛に向き合うという「市民性」が育まれることを目指し

た。このような姿を理科における学びをあむ姿と捉えている。 

 昨年度は㸪「学⣭の科学をつくる」㸪「科学的᥈究のためのඛ行的஢ゎ」㸪「子どもと教ᖌのホ౯活

動」の㸱つのど点から「科学的な㧗まり」をつくるྍ⬟性を捉えることができた。一方で㸪「ඹ同体」

のありようについては༑分な᳨ドができなかった。「ඹ同体」についての捉えがඹ通஢ゎされていなか

ったことが一ᅉであると考える。ࡑこで㸪今年度は「ඹ同体」についてၥい直すことから研究をጞめた。 

㸦㸰㸧⌮⛉ࡿࡅ࠾࡟ඹྠయをၥࡍ┤࠸ 

 「ඹ同体」について議ㄽする中で㸪これを構成する子どもの「主体性」「主体的に」ということにつ

いての捉えにᖜがあることが見えてきた。例えࡤ㸪子どもがほᐹや実㦂の方ἲを㑅ᢥし㸪Ỵ定すること

で㸪子どもの中にある「主体性」が発᥹されるということは㸪本当にࡑうだろうか。ఱかを知ったから㸪

明らかにする方ἲまで考えられるといった㸪理ゎしたඛにしか⾲れない「主体性」もあるのではないか。

また㸪子どもが「主体的である」ということをどう見とるのか。ࡑもࡑも㸪「主体」とはなんなのか。 

 これまで㸪「ඹ同体」の意࿡として㸪一ேではなく㸪ともに学ぶ௰間や教ᖌがいることによって㸪ほ

ᐹや実㦂方ἲがᗈがったり㸪対話により理ゎが深まったりするというよさがあると考えてきた。だとす

るならࡤ㸪「一ேではないこと」㸻௚者あるいは自↛の஦≀⌧㇟との関係に╔目してはどうだろうか。 

㸦㸱㸧ࠕ㛵ಀᛶの୰࡛⏕ᡂࡿࢀࡉ୺యࠖ㸦学ᰯ඲యの๪㢟㸧࡜ඹྠయ 

「ඹ同体」について対話する中で㸪ࡑこには様々な関係が⏕まれ㸪ࡑの中でಶ々の「主体」が⏕成

されていくのではないかという考えに至った。これは㸪本校の研究の副題と合⮴する。「主体性」はಶ

の中にあらかじめ存ᅾするのではなく㸪཭㐩や教ᖌ㸪自↛の஦≀⌧㇟㸦ࡦと࣭もの࣭こと㸧との関係の

中で⏕まれてくるものなのではないだろうか。これまで㸪「主体性」を「ほᐹや実㦂に主体的に取り組

めたか」など㸪ಶの㈨㉁として捉えられることが多かったが㸪「ඹ同体」を「関係性の中」と考えるこ

とで㸪一ேࡦとりが関係性の中でどのように「主体」を発㟢するのかを捉えることができる。ࡑれが㸪

理科の学⩦の中で㸪ಶ々が学びをあむ㸪あみ⥆けていく具体の姿であると考えた。 

理科部は㸪「主体的」であるということをあらかじめつ定するのではなく㸪関係の中でಶのあらわ

れのありのままを見とることを最も重せだと考える。このど点をもとに㸪ෆᐜや方ἲではなく㸪「ඹ同

体」においてどのような学⩦⎔ቃをつくることが㸪「主体」の⏕成につながるか㸪また科学的な㧗まり

をつくることになるのか᳨ウすることを㸪理科の再構築と捉え㸪提案する。 

例えࡤ㸪㸱年「重さのけんきࡹう」を例に㸪「ඹ同体」において「主体」が⏕成

される場面を考えてみる。導ධで重さについての࢖メーࢪを対話したあと㸪研究ᡤ

㸦⌜㸧ごとに様々な≀の重さをᡭのឤぬでㄪべた。$ ඣは㸪「⢓ᅵはࡂっしりワま

っているから重い」ということを⤮で⾲⌧した㸦ᅗ１㸧。教ᖌが全体でこれを⤂௓

すると㸪௚の子から「なる࡯ど」というつぶやきがあり㸪自分でもやってみようと

⾲⌧する子がみられた。≉に㸪２研究ᡤ㸦$ඣとは㐪う㸧の %ඣ㸪&ඣ㸪'ඣは㸪互

いの⤮を見せ合いながら㸪同様に⾲⌧した。' ඣは㸪「✵Ὕがあってもእഃのとこ

ろにࡹࡂっとఱかがつまっている」と話し㸪⤮で♧した㸦ᅗ２㸧。ࡑの後の学⩦で

⌮⛉㒊఍

ᅗ１ $ඣのࣀート 

ᅗ２ 'ඣのࣀート 

も㸪$ ඣは一㈏して⤮で⾲⌧して理ゎを深めた。２研も同様に㸪✵Ὕにこだわって研究を進めた。学⣭

という「ඹ同体」において㸪$ ඣが㸪教ᖌのാきかけや཭㐩に認められたことにより㸪自分なりの方ἲ

を☜❧させたところに㸪「主体」をみることがきる。また２研は㸪研究ᡤという「ඹ同体」において㸪

཭㐩㸪⢓ᅵや✵き⨁㸪重さをィることから㸪ၥ題を見いだしㄪべる姿に「主体」をみることができる。

㸦㸲㸧௒ᖺᗘの㔜Ⅼ 

 ḟからは㸪より具体的な実㊶を通してㄝ明する。今年度は㸪「ඹ同体」のありようを明らかにするた

めに㸪⏕成された「主体」をどう見とるかをᇶ㍈に㸪ḟの２点を重点として実㊶を᳨ウした。 

ձ関係の中でၥ題や௬ㄝが⏕まれる自↛の஦≀⌧㇟との出会い

ղඹ同体において科学的な㧗まりをつくる学⩦の㐣程

㸰 ᐇ㊶ࡾࡼ

㸦㸯㸧 㸳ᖺࠕὶࡿࢀỈのാ࡜ࡁᅵᆅのኚ໬ࠖࡿࡼ࡟ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡿࡅ࠾࡟᥈✲

科学はୡ⏺がどのようになっているかをㄝ明することを目的としているが㸪ここでは直᥋ほᐹや実

㦂によって☜かめられない࿨題をᢅうことがある。ࡑのような࿨題を☜かにするために㸪ᖐ⣡ではなく㸪

₇⧢でもなく㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという᥈究ἲが᭷ຠにᶵ⬟する場合がある。࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンは㸪

「⌧実の⌧㇟をᶍᆺやࢥンࣗࣆータの࣒ࣛࢢࣟࣉによって再⌧し㸪ࡑの᣺る⯙いから⌧実の᣺る⯙いを

ண ࣭☜認すること」である。ここでは㸪まࡎ理ㄽをもとに࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを実行し㸪ࡑの⤖果と⌧

実の⌧㇟をẚ㍑する。࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによる⤖果と実際の⤖果が一⮴していれࡤ㸪ࡑの前提としての

理ㄽが㐺ษであるとホ౯することができる。 

例えࡤ㸪長い年᭶をかけて㉳こるὶỈによるᅵᆅの変化を直᥋ほᐹすることはᅔ㞴である。また㸪

ᕝの上ὶからୗὶまでを同時にほᐹすることもᅔ㞴である。ࡑこで㸪まࡎὶỈのാきに関する理ㄽ㸦௬

ㄝ㸧を構成し㸪◁山にỈをὶす࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸦ࣔࢹル実㦂㸧を実行した後㸪ࡑの⤖果と ,&7 を฼⏝

したᕝのᆅᙧの⯟✵෗┿とをẚ㍑して㸪実際のᅵᆅの成り❧ちを᥎定する学⩦をィ⏬した。 

授業では㸪まࡎ「኱ỈになるとᕝのỈが⃮り㸪኱Ỉ前後でἙཎの様子が変化するのはどうしてか」

についてၥうた。ඣ❺からは㸪「Ỉのὶれが㏿くなるとἙᓊが๐られる」㸪「๐られたᅵ◁が運ࡤれ

る」㸪「運ࡤれたᅵ◁はὶれが⦆やかなところでሁ✚する」といったㄝ明がᚓられたので㸪これらの意

見を㞟⣙して「኱Ỉになると㸪ὶれるỈがᕝᗏやᕝᓊをᾐ㣗し㸪๐ったᅵ◁を運ᦙし㸪運ࡤれたᅵ◁が

ሁ✚することによって㸪ᕝのỈが⃮り㸪Ἑཎの様子が変わる」という௬ㄝを設定した㸦ᒎ開ձ㸧。これ

は子どもと教ᖌのかかわりにおいて⏕成した௬ㄝである。௬ㄝ設定後㸪学校の◁場で◁山をసってỈを

ὶす࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを行った㸦ᒎ開ղ㸧。ここでは㸪ഴᩳのᛴな上ὶや࢝ーࣈのእഃでᾐ㣗が㉳こり㸪

ୗὶや࢝ーࣈのෆഃでは運ࡤれたᅵ◁がሁ✚する様子がほᐹされた。この⤖果は *RRJOH (DUWK や

*RRJOH 0DSなどの⯟✵෗┿とẚ㍑された㸦ᒎ開ճ㸧。ඣ❺は㸪ᕝの上ὶで見られる9Ꮠ㇂㸪࢝ーࣈのෆ

ഃのሁ✚とእഃのᾐ㣗㸪ୗὶで見られるᡪ≧ᆅや୕ゅᕞといったᆅᙧと࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果が一⮴

していることをㄝ明した。ᅗ㸱はࡑのᒁ面において 

ඣ❺がస成したスࣛࢻ࢖の一部である。授業では㸪 

さらにᅜෆにある 9 Ꮠ㇂やᖹ㔝㸪ᕝの⺬行ᆅ点など 

のᆅᙧの成り❧ちについて㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンをも 

とに᥎定࣭ㄝ明した㸦ᒎ開մ㸧。例えࡤ㸪㯮部ᓙ㇂ 

については「もともと㸦㇂が深くない㸧ᬑ通のᕝだ 

ったが㸪኱Ỉになりᕝᗏ㸪ᕝᓊがᾐ㣗される。ࡑれ 

を⧞り㏉していって 9Ꮠ㇂になった」や㸪኱㜰ᖹ㔝 

については「పᆅの方に行くにつれ㸪ᅵᆅの໙㓄が 

なくなり㸪ὶれも㐜くなって運ᦙしてきた㸦された㸧 

ᅵ◁がሁ✚する」などとㄝ明した。このようにඣ❺ 

は㸪ὶỈの୕స⏝を౑って㸪⌧ᅾのᆅᙧが長い年᭶をかけてどのようにできたのか᥎定することができ

た。これら一㐃の学⩦を踏まえて㸪༢元ෑ㢌のၥ題についてᾐ㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚の⏝ㄒを౑って再度㸪ㄝ

ᅗ㸱 ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果㸦ྑ㸧と 

⯟✵෗┿によるほᐹ㸦ᕥ㸧をẚ㍑したスࣛࢻ࢖ 
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㦂によって☜かめられない࿨題をᢅうことがある。ࡑのような࿨題を☜かにするために㸪ᖐ⣡ではなく㸪

₇⧢でもなく㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという᥈究ἲが᭷ຠにᶵ⬟する場合がある。࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンは㸪

「⌧実の⌧㇟をᶍᆺやࢥンࣗࣆータの࣒ࣛࢢࣟࣉによって再⌧し㸪ࡑの᣺る⯙いから⌧実の᣺る⯙いを

ண ࣭☜認すること」である。ここでは㸪まࡎ理ㄽをもとに࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを実行し㸪ࡑの⤖果と⌧

実の⌧㇟をẚ㍑する。࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによる⤖果と実際の⤖果が一⮴していれࡤ㸪ࡑの前提としての

理ㄽが㐺ษであるとホ౯することができる。 

例えࡤ㸪長い年᭶をかけて㉳こるὶỈによるᅵᆅの変化を直᥋ほᐹすることはᅔ㞴である。また㸪

ᕝの上ὶからୗὶまでを同時にほᐹすることもᅔ㞴である。ࡑこで㸪まࡎὶỈのാきに関する理ㄽ㸦௬

ㄝ㸧を構成し㸪◁山にỈをὶす࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸦ࣔࢹル実㦂㸧を実行した後㸪ࡑの⤖果と ,&7 を฼⏝

したᕝのᆅᙧの⯟✵෗┿とをẚ㍑して㸪実際のᅵᆅの成り❧ちを᥎定する学⩦をィ⏬した。 

授業では㸪まࡎ「኱ỈになるとᕝのỈが⃮り㸪኱Ỉ前後でἙཎの様子が変化するのはどうしてか」

についてၥうた。ඣ❺からは㸪「Ỉのὶれが㏿くなるとἙᓊが๐られる」㸪「๐られたᅵ◁が運ࡤれ

る」㸪「運ࡤれたᅵ◁はὶれが⦆やかなところでሁ✚する」といったㄝ明がᚓられたので㸪これらの意

見を㞟⣙して「኱Ỉになると㸪ὶれるỈがᕝᗏやᕝᓊをᾐ㣗し㸪๐ったᅵ◁を運ᦙし㸪運ࡤれたᅵ◁が

ሁ✚することによって㸪ᕝのỈが⃮り㸪Ἑཎの様子が変わる」という௬ㄝを設定した㸦ᒎ開ձ㸧。これ

は子どもと教ᖌのかかわりにおいて⏕成した௬ㄝである。௬ㄝ設定後㸪学校の◁場で◁山をసってỈを

ὶす࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを行った㸦ᒎ開ղ㸧。ここでは㸪ഴᩳのᛴな上ὶや࢝ーࣈのእഃでᾐ㣗が㉳こり㸪

ୗὶや࢝ーࣈのෆഃでは運ࡤれたᅵ◁がሁ✚する様子がほᐹされた。この⤖果は *RRJOH (DUWK や

*RRJOH 0DSなどの⯟✵෗┿とẚ㍑された㸦ᒎ開ճ㸧。ඣ❺は㸪ᕝの上ὶで見られる9Ꮠ㇂㸪࢝ーࣈのෆ

ഃのሁ✚とእഃのᾐ㣗㸪ୗὶで見られるᡪ≧ᆅや୕ゅᕞといったᆅᙧと࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果が一⮴

していることをㄝ明した。ᅗ㸱はࡑのᒁ面において 

ඣ❺がస成したスࣛࢻ࢖の一部である。授業では㸪 

さらにᅜෆにある 9 Ꮠ㇂やᖹ㔝㸪ᕝの⺬行ᆅ点など 

のᆅᙧの成り❧ちについて㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンをも 

とに᥎定࣭ㄝ明した㸦ᒎ開մ㸧。例えࡤ㸪㯮部ᓙ㇂ 

については「もともと㸦㇂が深くない㸧ᬑ通のᕝだ 

ったが㸪኱Ỉになりᕝᗏ㸪ᕝᓊがᾐ㣗される。ࡑれ 

を⧞り㏉していって 9Ꮠ㇂になった」や㸪኱㜰ᖹ㔝 

については「పᆅの方に行くにつれ㸪ᅵᆅの໙㓄が 

なくなり㸪ὶれも㐜くなって運ᦙしてきた㸦された㸧 

ᅵ◁がሁ✚する」などとㄝ明した。このようにඣ❺ 

は㸪ὶỈの୕స⏝を౑って㸪⌧ᅾのᆅᙧが長い年᭶をかけてどのようにできたのか᥎定することができ

た。これら一㐃の学⩦を踏まえて㸪༢元ෑ㢌のၥ題についてᾐ㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚の⏝ㄒを౑って再度㸪ㄝ

なくなり㸪ὶれも㐜くなって運ᦙしてきた㸦された㸧 
ᅗ㸱 ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果㸦ྑ㸧と 

⯟✵෗┿によるほᐹ㸦ᕥ㸧をẚ㍑したスࣛࢻ࢖ 

⌮
　
　
⛉
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明する活動を行った㸦ᒎ開յ㸧。ඣ❺はᨵめて㸪ၥ題に対して「ὶỈの୕స⏝」の௬ㄝを設定したこと㸪

またࡑの௬ㄝにᇶ࡙く࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果が実際のἙᕝのᆅᙧと一⮴したこと㸪さらにࡑの࣑ࣗࢩ

ࣞーࣙࢩンがᆅᙧの成り❧ちの᥎定までもྍ⬟にし㸪௬ㄝがᨭᣢされることをㄝ明できた。 

本実㊶では㸪理ㄽ㸦௬ㄝ㸧に対するඣ❺のಙ㢗の変ᐜを「運ໃࣛ࢖ンἲ」によってㄪᰝした。௬ㄝ

に対するಙ㢗が㧗まることは㸪すなわち科学的な㧗まりの具体化だと捉えている。運ໃࣛ࢖ンでは㸪ᒎ

開ձからյごとに௬ㄝに対するಙ㢗の程度がࣛ࢖ンのഴきで⾲⌧され㸪ಙ㢗が上がれྑࡤ上がり㸪ಙ㢗

がୗがれྑࡤୗがりの⥺で♧された。また㸪ඣ❺にはࡑのようにࣛ࢖ンを引いた理⏤を㸪▷文で自⏤に

グ㏙するようにせㄳした。ᅗ㸲はㄪᰝにおける඾ᆺ例である。( ඣは㸪ᒎ開ձ「௬ㄝ設定」において

「㸦኱Ỉ前後のᕝの㸧෗┿を見て考えると㸪本当にᾐ㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚してࡑうですが㸪実際に見てみな

いとわからないのでᑡしだけ上がりました」と㸪ಙ㢗をわࡎかに㧗めたが㸪⥆くᒎ開ղ「࣑ࣞࣗࢩーࢩ

ࣙン」では㸪「ࣔࢹル実㦂をしてみると㸪౵㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚しているのが☜認できたので㸪኱ᖜに上が

りました。本≀のᕝでもࡑうなるのか☜かめたらもっと上がりࡑうです」と㸪前時よりもಙ㢗を኱きく

㧗めた。ḟいで㸪ᒎ開ճ「࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンと実際との一⮴」では㸪「9 Ꮠ㇂㸪 

୕ゅᕞ㸪࢝ーࣈ㸪ᡪ≧ᆅが上ὶ㸪ୗὶで見つかりましたが㸪１つのᕝだけで全て 

見つけられࡎ㸪Ⰽ々なᕝで見つけたので本当に１つのᕝで㸱つస⏝が㉳きるのか 

☜かでないのでᑡしだけしか上がりませんでした」と㸪ಙ㢗を上᪼させたものの㸪 

 の程度をᑡしにとどめたが㸪ᒎ開մ「ᅵᆅの成り❧ちの᥎定」では㸪「኱㜰ᖹࡑ

㔝もᮾி㒔㸪Ⲉᇛ┴も㸪ᅵ◁が౵㣗し㸪運ᦙされሁ✚してできたことがわかった 

ので㸪この㸱つのస⏝は本≀だということなので㸪኱ᖜに上がりました」と㸪㸱 

స⏝によってᆅᙧが変化してきたことを᥎定できたことから㸪ഴきの኱きいྑ上 

がりの⥺を引いて㸪ಙ㢗が㧗まったことを⾲⌧した。最後のᒎ開յ「まとめ」で 

は㸪「新しくㄪべたことはありませんが㸪ㄝ明文にὶれるỈのാきについて᏶⎍ 

に᭩けたので㸪ࡑれ࡯ど⚾の㢌にこの༢元のෆᐜがᰁみ付いたということなので㸪 

኱ᖜに上がりました」と㸪最もഴきの኱きいྑ上がりの⥺を引いて㸪ᙉいಙ㢗を 

⋓ᚓしたことを⾲⌧した。このように௬ㄝへのಙ㢗を変ᐜさせたことは㸪(ඣが 

科学的᥈究を通して㸪教ᖌや௚のඣ❺㸪ゝⴥ㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸪ᆅᙧのほᐹな 

どとかかわったことで⏕まれた「主体」のあらわれだとゎ㔘できる。 

学⣭全体では㸪ᒎ開ձ「௬ㄝ設定」の時点で �� 名中 �� 名のඣ❺がྑ上がり㸪 

㸳名のඣ❺がỈᖹ㸪１名のඣ❺がྑୗがりの⥺を引いていたが㸪ᒎ開ղ「࣑ࣗࢩ 

ࣞーࣙࢩン」௨㝆は㸪�� 名のඣ❺がྑ上がりの⥺を引いて㸪ᒎ開ごとにಙ㢗が 

㧗まったことを⾲⌧した。≉に㸪ᒎ開յにおいて最もᛴなྑ上がりの⥺でࢵ࣑ࢥトメントを⾲⌧したඣ

❺が㸪( ඣをྵめて �� 名と最多であった。これは㸪学⣭全体で᥈究の㐣程をࡩり㏉りながら௬ㄝのṇ

当性について合意したことが㸪ඹ同体における科学的な㧗まりのᙧ成に寄୚したものと考えられる。 

本実㊶では㸪直᥋ほᐹによって☜ドできない࿨題について㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという方ἲを通して

᥈究した。ここでは㸪ඣ❺と理ㄽ㸦࿨題㸧㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸪,&7 によるᆅᙧのほᐹが┦互に関係し

合う学⩦㐣程を構成したことで㸪ඣ❺がὶỈの୕స⏝によるᅵᆅの変化の理ゎを深めることができた。 

㸨なお㸪本ሗ࿌は日本理科教育学会࢜ンࣛ࢖ン全ᅜ኱会 ���� で発⾲㸦ẚᵹ㸪����㸧されており㸪これにຍ➹࣭再構成を行っている。

㸦㸰㸧㸲ᖺࠕ㞵Ỉの⾜᪉࡜ᆅ㠃のᵝᏊ࡛ࠖᏊ࡜ࡶ࡝ᩍᖌ࡛࡜ၥ㢟をࡿࡃࡘ

 この༢元を行う際にいつも考えることは、子どもたちの⏕活の中からၥ題意㆑をもたせて学⩦を進め

るにはどうしたらよいのだろうということである。㞵の多い時ᮇは校ᗞにỈが⁀まり、ఇみ時間や体育

で౑えなくなることが多くなる。ࡑうなると、㞵の多い時ᮇに子どもたちに校ᗞの様子に目を向けるよ

うなᢞげかけをしてから行うのがよいだろう。今年度は、６᭶から㸵᭶にかけて校ᗞの㞵Ỉが⁀まりや

すい場ᡤを話題にし、ࡑのཎᅉを明らかにする学⩦で子どもたちの発想を⏕かした授業をィ⏬した。 

授業の実際

 最ึの時間は、６᭶のᱵ㞵の時ᮇに行った。最㏆は㞵の日が多いこと、校ᗞにỈがたまっているとこ

ろがあることなどの஦実を子どもたちと教ᖌとでඹ᭷した。ࡑして、ඹ᭷した஦実をᇶにしてさらに᥎

ᅗ㸲 運ໃࣛ࢖ン 

( ඣの஦例 

௬ㄝに対するಙ㢗の変ᐜ 

࣭ྑ上がり㸸ಙ㢗のᙉ化 

࣭Ỉᖹ㸸変化なし 

࣭ྑୗがり㸸ಙ㢗のᙅ化 

ձ௬ㄝ設定 

ղ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

ճ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンと 

 実際との一⮴ 

մᅵᆅの成り❧ちの᥎定 

յまとめ 

ㄽ「たぶん㹼だろう」をしてみることにした。 

 子どもたちから出された᥎ㄽの中に

「Ỉが⁀まっているところに❑み㸦⁁࣭

へこみ㸧ができているのだろう」という

᥎ㄽがあった㸦ᅗ㸳㸧。Ỉが⁀まってい

るところが❑んでいるならࡑ、ࡤこは࿘

りよりもపくなっているのだろう」とい

う௬ㄝを❧て、「Ỉが⁀まっているとこ

ろは、࿘りよりもపくなっているの

か㸽」というၥ題で学⩦をすることにした。పくなっていることを☜かめるた

めにアࢹ࢖アを出すようಁしたところձᲬを౑うղ定つやୗᩜきを౑うճᡭや

㊊でឤじるմ⌫を㌿がすյ分度ჾで るというアࢹ࢖アが出た。これらのア࢖

☜、して、校ᗞに出てࡑ。アから自分がⰋいとᛮうものを㑅び、方ἲとしたࢹ

かにỈが⁀まりやすいところは࿘りよりもపくなっているとわかる෗┿を᧜り

れをࡑ *RRJOH &ODVVURRP でඹ᭷することで⤖果をඹ᭷することとした。ᅗ６

は、Ỉが⁀まりやすい場ᡤにᲬを⨨いて࿘りよりపいことがわかるようにした෗┿である。このような

෗┿を㞟めて子どもたちと⤖果を☜認した後の᣺り㏉りでは、「こんなやり方もあるのか」「☜かにప

くなっていることがわかった」などのグ㏙があった。 

授業をࡩり㏉って

「科学的な㧗まりをつくるඹ同体」での重点１「関係の中でၥ題や௬ㄝが⏕まれる自↛の஦≀⌧㇟と

の出会い」重点２「ඹ同体において科学的な㧗まりをつくる学⩦の㐣程」というど点でࡩり㏉る。 

 重点１でࡩり㏉ってみる。この学⩦では、ᱵ㞵時になると校ᗞにỈの⁀まりやすい場ᡤがあるという

子どもたちの学校⏕活でのඹ通認㆑を自↛の஦≀⌧㇟として捉えなおすことで、ၥいが出てくるように

ಁした。この学⩦活動は、子どもたちがඹ通で認㆑している校ᗞという学校⎔ቃとの関係性の中からၥ

題をつくることを意㆑した活動であった。 

重点２でࡩり㏉ってみる。学⣭というඹ同体の中で科学的な㧗まりをつくるために、☜かめる方ἲ

のアࢹ࢖アを子どもたちから出るようにಁした。子どもたちの関係性から見いだされた学⩦ၥ題をゎỴ

するために子どもたちが考えた方ἲを自分で㑅んで実㦂を行うようにした。この学⩦活動は、஦≀⌧㇟

をつなࡂ、᥈究へ向かう一㐃のὶれを⏕み出していたと考える。この学⩦活動では᥎ㄽやアࢹ࢖アをඹ

᭷するなど、ᛮ考をつなࡄことを意㆑的に行った。つまりࡦととࡦとをつなࡄことである。ᛮ考を⾲出

させඹ᭷する一㐃の学⩦活動は、自分たちの実㦂から⏕まれたၥいから、学⣭というඹ同体で科学的に

㧗めていこうとする、᥈究する理科のためにはᚲせな一場面であったと考える。 

௨上のことから、理科の学⩦で学⣭が「科学的な㧗まりをつくるඹ同体」になるためには、教ᖌが

提♧する自↛の஦≀⌧㇟が子どもたちとどのような関係性にあるのか、また子どもたちࡑれぞれのᛮ考

をどうつないでいくのかなどを踏まえて授業をィ⏬し、実㊶していくことが重せである。 

㸱 ࡚ࡅྥ࡟௒ᚋ࡜ࡵ࡜ࡲ

 実㊶㸦１㸧では㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという᥈究の㐣程を通して㸪「ඹ同体」において科学的な㧗まり

をつくり出すことができた。運ໃࣛ࢖ンの⤖果は㸪ࡑれぞれがࡦと࣭もの࣭こととかかわる中で「主体」

を発㟢し⥆けたグ㘓としても捉えることができる。このように「主体」のあらわれを㐃⥆的に見とる試

みは㸪今後㸪௚の学年や༢元の学⩦にもᗈげることができるのではないか。実㊶㸦２㸧では㸪校ᗞとい

う⎔ቃを捉え直すことからၥ題をつくり㸪実㦂の方ἲを子どもにጤねたことで㸪「これをㄪべたいから

こうやる」という「主体」があらわれた。「ඹ同体」の中で㸪「主体」がつながることで㸪科学的な㧗

まりをつくることができた。当たり前にある⎔ቃを㸪子どもの前に科学的なものとして㢧ᅾ化すること

で㸪「ඹ同体」における学⩦を活性化した。「ඹ同体」は㸪自↛஦㇟との㇏かな出会いやࡦと同ኈのつ

ながりにより㸪「主体」が発㟢し⥆ける場となることが重せである。 㸦ⲡ㔝㸪ᮡ㔝㸪ẚᵹ㸧

ᅗ㸳 １時間目のᯈ᭩ 

ᅗ６ ෗┿の一例 
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明する活動を行った㸦ᒎ開յ㸧。ඣ❺はᨵめて㸪ၥ題に対して「ὶỈの୕స⏝」の௬ㄝを設定したこと㸪

またࡑの௬ㄝにᇶ࡙く࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンの⤖果が実際のἙᕝのᆅᙧと一⮴したこと㸪さらにࡑの࣑ࣗࢩ

ࣞーࣙࢩンがᆅᙧの成り❧ちの᥎定までもྍ⬟にし㸪௬ㄝがᨭᣢされることをㄝ明できた。 

本実㊶では㸪理ㄽ㸦௬ㄝ㸧に対するඣ❺のಙ㢗の変ᐜを「運ໃࣛ࢖ンἲ」によってㄪᰝした。௬ㄝ

に対するಙ㢗が㧗まることは㸪すなわち科学的な㧗まりの具体化だと捉えている。運ໃࣛ࢖ンでは㸪ᒎ

開ձからյごとに௬ㄝに対するಙ㢗の程度がࣛ࢖ンのഴきで⾲⌧され㸪ಙ㢗が上がれྑࡤ上がり㸪ಙ㢗

がୗがれྑࡤୗがりの⥺で♧された。また㸪ඣ❺にはࡑのようにࣛ࢖ンを引いた理⏤を㸪▷文で自⏤に

グ㏙するようにせㄳした。ᅗ㸲はㄪᰝにおける඾ᆺ例である。( ඣは㸪ᒎ開ձ「௬ㄝ設定」において

「㸦኱Ỉ前後のᕝの㸧෗┿を見て考えると㸪本当にᾐ㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚してࡑうですが㸪実際に見てみな

いとわからないのでᑡしだけ上がりました」と㸪ಙ㢗をわࡎかに㧗めたが㸪⥆くᒎ開ղ「࣑ࣞࣗࢩーࢩ

ࣙン」では㸪「ࣔࢹル実㦂をしてみると㸪౵㣗㸪運ᦙ㸪ሁ✚しているのが☜認できたので㸪኱ᖜに上が

りました。本≀のᕝでもࡑうなるのか☜かめたらもっと上がりࡑうです」と㸪前時よりもಙ㢗を኱きく

㧗めた。ḟいで㸪ᒎ開ճ「࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンと実際との一⮴」では㸪「9 Ꮠ㇂㸪 

୕ゅᕞ㸪࢝ーࣈ㸪ᡪ≧ᆅが上ὶ㸪ୗὶで見つかりましたが㸪１つのᕝだけで全て 

見つけられࡎ㸪Ⰽ々なᕝで見つけたので本当に１つのᕝで㸱つస⏝が㉳きるのか 

☜かでないのでᑡしだけしか上がりませんでした」と㸪ಙ㢗を上᪼させたものの㸪 

 の程度をᑡしにとどめたが㸪ᒎ開մ「ᅵᆅの成り❧ちの᥎定」では㸪「኱㜰ᖹࡑ

㔝もᮾி㒔㸪Ⲉᇛ┴も㸪ᅵ◁が౵㣗し㸪運ᦙされሁ✚してできたことがわかった 

ので㸪この㸱つのస⏝は本≀だということなので㸪኱ᖜに上がりました」と㸪㸱 

స⏝によってᆅᙧが変化してきたことを᥎定できたことから㸪ഴきの኱きいྑ上 

がりの⥺を引いて㸪ಙ㢗が㧗まったことを⾲⌧した。最後のᒎ開յ「まとめ」で 

は㸪「新しくㄪべたことはありませんが㸪ㄝ明文にὶれるỈのാきについて᏶⎍ 

に᭩けたので㸪ࡑれ࡯ど⚾の㢌にこの༢元のෆᐜがᰁみ付いたということなので㸪 

኱ᖜに上がりました」と㸪最もഴきの኱きいྑ上がりの⥺を引いて㸪ᙉいಙ㢗を 

⋓ᚓしたことを⾲⌧した。このように௬ㄝへのಙ㢗を変ᐜさせたことは㸪(ඣが 

科学的᥈究を通して㸪教ᖌや௚のඣ❺㸪ゝⴥ㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸪ᆅᙧのほᐹな 

どとかかわったことで⏕まれた「主体」のあらわれだとゎ㔘できる。 

学⣭全体では㸪ᒎ開ձ「௬ㄝ設定」の時点で �� 名中 �� 名のඣ❺がྑ上がり㸪 

㸳名のඣ❺がỈᖹ㸪１名のඣ❺がྑୗがりの⥺を引いていたが㸪ᒎ開ղ「࣑ࣗࢩ 

ࣞーࣙࢩン」௨㝆は㸪�� 名のඣ❺がྑ上がりの⥺を引いて㸪ᒎ開ごとにಙ㢗が 

㧗まったことを⾲⌧した。≉に㸪ᒎ開յにおいて最もᛴなྑ上がりの⥺でࢵ࣑ࢥトメントを⾲⌧したඣ

❺が㸪( ඣをྵめて �� 名と最多であった。これは㸪学⣭全体で᥈究の㐣程をࡩり㏉りながら௬ㄝのṇ

当性について合意したことが㸪ඹ同体における科学的な㧗まりのᙧ成に寄୚したものと考えられる。 

本実㊶では㸪直᥋ほᐹによって☜ドできない࿨題について㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという方ἲを通して

᥈究した。ここでは㸪ඣ❺と理ㄽ㸦࿨題㸧㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン㸪,&7 によるᆅᙧのほᐹが┦互に関係し

合う学⩦㐣程を構成したことで㸪ඣ❺がὶỈの୕స⏝によるᅵᆅの変化の理ゎを深めることができた。 

㸨なお㸪本ሗ࿌は日本理科教育学会࢜ンࣛ࢖ン全ᅜ኱会 ���� で発⾲㸦ẚᵹ㸪����㸧されており㸪これにຍ➹࣭再構成を行っている。

㸦㸰㸧㸲ᖺࠕ㞵Ỉの⾜᪉࡜ᆅ㠃のᵝᏊ࡛ࠖᏊ࡜ࡶ࡝ᩍᖌ࡛࡜ၥ㢟をࡿࡃࡘ

 この༢元を行う際にいつも考えることは、子どもたちの⏕活の中からၥ題意㆑をもたせて学⩦を進め

るにはどうしたらよいのだろうということである。㞵の多い時ᮇは校ᗞにỈが⁀まり、ఇみ時間や体育

で౑えなくなることが多くなる。ࡑうなると、㞵の多い時ᮇに子どもたちに校ᗞの様子に目を向けるよ

うなᢞげかけをしてから行うのがよいだろう。今年度は、６᭶から㸵᭶にかけて校ᗞの㞵Ỉが⁀まりや

すい場ᡤを話題にし、ࡑのཎᅉを明らかにする学⩦で子どもたちの発想を⏕かした授業をィ⏬した。 

授業の実際

 最ึの時間は、６᭶のᱵ㞵の時ᮇに行った。最㏆は㞵の日が多いこと、校ᗞにỈがたまっているとこ

ろがあることなどの஦実を子どもたちと教ᖌとでඹ᭷した。ࡑして、ඹ᭷した஦実をᇶにしてさらに᥎

ᅗ㸲 運ໃࣛ࢖ン 

( ඣの஦例 

௬ㄝに対するಙ㢗の変ᐜ 

࣭ྑ上がり㸸ಙ㢗のᙉ化 

࣭Ỉᖹ㸸変化なし 

࣭ྑୗがり㸸ಙ㢗のᙅ化 

ձ௬ㄝ設定 

ղ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン 

ճ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンと 

 実際との一⮴ 

մᅵᆅの成り❧ちの᥎定 

յまとめ 

ㄽ「たぶん㹼だろう」をしてみることにした。 

 子どもたちから出された᥎ㄽの中に

「Ỉが⁀まっているところに❑み㸦⁁࣭

へこみ㸧ができているのだろう」という

᥎ㄽがあった㸦ᅗ㸳㸧。Ỉが⁀まってい

るところが❑んでいるならࡑ、ࡤこは࿘

りよりもపくなっているのだろう」とい

う௬ㄝを❧て、「Ỉが⁀まっているとこ

ろは、࿘りよりもపくなっているの

か㸽」というၥ題で学⩦をすることにした。పくなっていることを☜かめるた

めにアࢹ࢖アを出すようಁしたところձᲬを౑うղ定つやୗᩜきを౑うճᡭや

㊊でឤじるմ⌫を㌿がすյ分度ჾで るというアࢹ࢖アが出た。これらのア࢖

☜、して、校ᗞに出てࡑ。アから自分がⰋいとᛮうものを㑅び、方ἲとしたࢹ

かにỈが⁀まりやすいところは࿘りよりもపくなっているとわかる෗┿を᧜り

れをࡑ *RRJOH &ODVVURRP でඹ᭷することで⤖果をඹ᭷することとした。ᅗ６

は、Ỉが⁀まりやすい場ᡤにᲬを⨨いて࿘りよりపいことがわかるようにした෗┿である。このような

෗┿を㞟めて子どもたちと⤖果を☜認した後の᣺り㏉りでは、「こんなやり方もあるのか」「☜かにప

くなっていることがわかった」などのグ㏙があった。 

授業をࡩり㏉って

「科学的な㧗まりをつくるඹ同体」での重点１「関係の中でၥ題や௬ㄝが⏕まれる自↛の஦≀⌧㇟と

の出会い」重点２「ඹ同体において科学的な㧗まりをつくる学⩦の㐣程」というど点でࡩり㏉る。 

 重点１でࡩり㏉ってみる。この学⩦では、ᱵ㞵時になると校ᗞにỈの⁀まりやすい場ᡤがあるという

子どもたちの学校⏕活でのඹ通認㆑を自↛の஦≀⌧㇟として捉えなおすことで、ၥいが出てくるように

ಁした。この学⩦活動は、子どもたちがඹ通で認㆑している校ᗞという学校⎔ቃとの関係性の中からၥ

題をつくることを意㆑した活動であった。 

重点２でࡩり㏉ってみる。学⣭というඹ同体の中で科学的な㧗まりをつくるために、☜かめる方ἲ

のアࢹ࢖アを子どもたちから出るようにಁした。子どもたちの関係性から見いだされた学⩦ၥ題をゎỴ

するために子どもたちが考えた方ἲを自分で㑅んで実㦂を行うようにした。この学⩦活動は、஦≀⌧㇟

をつなࡂ、᥈究へ向かう一㐃のὶれを⏕み出していたと考える。この学⩦活動では᥎ㄽやアࢹ࢖アをඹ

᭷するなど、ᛮ考をつなࡄことを意㆑的に行った。つまりࡦととࡦとをつなࡄことである。ᛮ考を⾲出

させඹ᭷する一㐃の学⩦活動は、自分たちの実㦂から⏕まれたၥいから、学⣭というඹ同体で科学的に

㧗めていこうとする、᥈究する理科のためにはᚲせな一場面であったと考える。 

௨上のことから、理科の学⩦で学⣭が「科学的な㧗まりをつくるඹ同体」になるためには、教ᖌが

提♧する自↛の஦≀⌧㇟が子どもたちとどのような関係性にあるのか、また子どもたちࡑれぞれのᛮ考

をどうつないでいくのかなどを踏まえて授業をィ⏬し、実㊶していくことが重せである。 

㸱 ࡚ࡅྥ࡟௒ᚋ࡜ࡵ࡜ࡲ

 実㊶㸦１㸧では㸪࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンという᥈究の㐣程を通して㸪「ඹ同体」において科学的な㧗まり

をつくり出すことができた。運ໃࣛ࢖ンの⤖果は㸪ࡑれぞれがࡦと࣭もの࣭こととかかわる中で「主体」

を発㟢し⥆けたグ㘓としても捉えることができる。このように「主体」のあらわれを㐃⥆的に見とる試

みは㸪今後㸪௚の学年や༢元の学⩦にもᗈげることができるのではないか。実㊶㸦２㸧では㸪校ᗞとい

う⎔ቃを捉え直すことからၥ題をつくり㸪実㦂の方ἲを子どもにጤねたことで㸪「これをㄪべたいから

こうやる」という「主体」があらわれた。「ඹ同体」の中で㸪「主体」がつながることで㸪科学的な㧗

まりをつくることができた。当たり前にある⎔ቃを㸪子どもの前に科学的なものとして㢧ᅾ化すること

で㸪「ඹ同体」における学⩦を活性化した。「ඹ同体」は㸪自↛஦㇟との㇏かな出会いやࡦと同ኈのつ

ながりにより㸪「主体」が発㟢し⥆ける場となることが重せである。 㸦ⲡ㔝㸪ᮡ㔝㸪ẚᵹ㸧

ᅗ㸳 １時間目のᯈ᭩ 

ᅗ６ ෗┿の一例 
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